
13. 神戸空襲を記録する会 【兵庫・和田岬エリア】

神戸の空襲と戦争遺跡について、まち歩きをしながら現在と過去の神戸を学ぶ
～平和と公正をすべての人に～

1945年に何度も繰り返された「神戸大空襲」では、8千人もの方が亡くなりました。
平和をつくり守っていくためには、過去の歴史に学び、日本の戦争の痕を知り、戦争の実相を語り
伝えていくことが大切だと思います。戦争がどのように引き起こされ、人々の暮らしに何が起こったの
か、その地に立ち、空気にふれることで、思いを巡らせることができるのではないかと考えています。
神戸の町の歴史と戦争の歴史について調べ、考えていただければ、そして平和をつくり守っていく
ためにできることを一緒に考えていただければ嬉しいです。

神戸空襲を記録する会 事務局⾧ 小城 智子

「神戸平和マップをつくる会」の方と一緒に、神戸空襲、戦争遺跡と神戸の
歴史も交えた説明を聞きながら歩きます。10ルート以上設定されています
が、主なルート例は下記のとおりです。
■兵庫区ルート
JR兵庫駅→兵庫図書館:神戸戦災記念資料室→柳原天神社 電話
局殉職女子職員の慰霊碑→能福寺兵庫大仏→平清盛像→大輪田橋
空襲のあと 出在家町慰霊碑→薬仙寺 慰霊碑等が整備されている
■東灘区」ルート
阪神石屋川駅→東明神社:銃弾痕→石屋川公園「火垂るの墓モニュメ
ント」→御影公会堂爆弾のあと→成徳小学校皇紀2600年記念石灯籠
■中央区ルート
生田神社→東遊園地→神戸市立博物館→チャータードビル→神港ビル
→海岸ビル・商船三井ビルディング→メリケンパーク

①会員の方と神戸の空襲、戦争遺跡を歩く

②講話・動画視聴＋テーマ別ディスカッション

10:00～  ①会員による神戸空襲・戦争遺跡・歴史について
                説明を聞きながら指定ルートを歩きます。

（事前に希望を伺い調整します）

11:00～  ➁講話・動画視聴後
グループに分かれて、課題テーマにそってディスカッション
を行い、各グループで発表していただきます。

12:00  終了

実施場所:神戸市内各区ルート（前後の行程で設定）
実施時間:平日 9:00～16:00の間
  ※ 土日の実施は応相談
所要時間:約2時間
実施可能人員:30名～90名程度（日程により調整要）
実施費用:お一人様 1,000円＋事務手数料
貸切バス駐車場:なし（回送要）
最寄駅:JR兵庫駅等（コースによって変動）

プログラムスケジュール例

神戸大空襲と阪神大震災に被災した御影公会堂等にて、動画視聴＋
神戸大空襲と戦後復興について講話後、課題テーマにそってグループディス
カッションを行い、発表していただきます。

＊神戸新聞社提供

＊神戸新聞社提供

＊神戸新聞社提供

いのちと平和の碑＊小城智子様提供

※別途、事務手数料が必要となります【神戸市に宿泊の場合⇒１人あたり700円（税込）、日帰り・神戸市外に宿泊の場合⇒１人あたり1,000円（税込）】40

『恒久的な平和を願って』

御影公会堂＊神戸新聞社提供
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学習の流れ（モデル）

神戸大空襲について事前に
調べる。
なぜ戦争が起きるのかを話し

  合ってみる。
映画「火垂るの墓」を鑑賞する。

神戸の過去の歴史と戦争遺跡を理解
する。

説明を聞き、平和な未来に向けて自分達
に何ができるかを考える。

自分達がこれからも平和な社会で
暮らしていくために、どうすればよいかを
考える。

自分達の地域におきかえ、平和な
暮らしの維持を考える。

技術革新と戦争の関連性に
ついて調べる。

国際社会の対立について
調べる。

勉強ができる環境、仕事ができる環境
こそが、平和な社会である証であることを
理解する。

生活インフラ施設への攻撃の影響力を
考える。

外務省の外交官になったつもりで、
外交政策の企画・立案についてグループ
ワークをしてみる。

行政や地域活性化の担当者となって、
戦争遺跡の保存や案内板の設置、
内容について考えてみる。

事前学習 現地学習 事後学習
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① 神戸の町の歴史と戦争の歴史について理解する
② 国際平和を自分ごととして考える
③ 平和な未来の社会に向けて自分の役割を考える

学習のポイント
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